
JP 4989708 B2 2012.8.1

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の空調機が冷媒配管及び通信ネットワークにより接続され、当該空調機に自己アド
レスが設定され、当該自己アドレスにより当該空調機間の通信が実現される空調システム
を診断する空調システム診断装置であって、
　前記空調機の運転モードを設定する制御信号を生成し、当該制御信号に基づいて当該空
調機の運転を管理する運転管理部と、
　前記通信ネットワークを通じて、前記制御信号を送受信する通信部と、
　前記制御信号から前記自己アドレス及び冷媒温度又は冷媒圧力（以下、「冷媒状態」と
いう）を抽出し、抽出した自己アドレスが抽出対象アドレス群に含まれるか否かを判定す
る冷媒状態抽出部と、
　前記設定される運転モード（以下、「設定運転モード」という）と前記冷媒状態とを、
それぞれの前記空調機と対応付けて記憶する空調機情報記憶部と、
　前記冷媒状態抽出部により抽出された自己アドレスが前記抽出対象アドレス群に含まれ
る場合、抽出された自己アドレスが設定された空調機について、前記設定運転モードと前
記冷媒状態とを入力とする所定の判定式を有する設置誤り検出ルールに基づいて、前記自
己アドレスの設定又は前記空調機と前記冷媒配管との接続に、誤りがあるか否かを判定す
る設置誤り検出部と、を備える、
　ことを特徴とする空調システム診断装置。
【請求項２】
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　前記運転管理部は、前記空調機が示す冷媒状態を要求する制御信号を生成する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の空調システム診断装置。
【請求項３】
　前記冷媒状態は、前記空調システムに接続される室内機について、当該室内機の熱交換
器入口と熱交換器出口との冷媒温度差を示すスーパーヒート、又は、当該室内機の冷媒の
飽和温度と熱交換器出口の凝縮温度との温度差を示すサブクールを有し、
　前記設置誤り検出ルールは、スーパーヒート閾値、又は、サブクール閾値を有し、
　前記設置誤り検出部は、前記室内機について、当該室内機の設定運転モード、及び、前
記スーパーヒートと前記スーパーヒート閾値と大小判定、又は、前記サブクールと前記サ
ブクール閾値と大小判定、に基づいて、誤りを判定する、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の空調システム診断装置。
【請求項４】
　前記設置誤り検出部は、前記冷媒状態と前記所定の判定式とからなる空調機の運転モー
ドが推定される運転モード推定ルールを有し、当該運転モード推定ルールに基づいて推定
される運転モード（以下、「推定運転モード」という）と前記設定運転モードとが異なる
とき、前記自己アドレスの設定又は前記空調機と前記冷媒配管との接続に、誤りがあると
判定する、
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の空調システム診断装置。
【請求項５】
　前記冷媒状態抽出部は、前記複数の空調機の自己アドレスを含む冷媒状態抽出対象アド
レス群を有し、当該冷媒状態抽出対象アドレス群に含まれる自己アドレスを有する空調機
が送信した制御信号から、当該空調機が示す冷媒状態を抽出し、
　前記運転管理部は、前記複数の空調機のうち、前記設定運転モードを運転中と設定した
空調機の自己アドレスを、前記冷媒状態抽出対象アドレス群に追加する、
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の空調システム診断装置。
【請求項６】
　前記運転管理部は、前記冷媒状態抽出対象アドレス群に含まれる自己アドレスを有する
空調機に対して、当該空調機が示す冷媒状態を要求する制御信号を生成する、
　ことを特徴とする請求項５に記載の空調システム診断装置。
【請求項７】
　前記制御信号から空調機の自己アドレス及び当該空調機と同一の冷媒系統に所属する機
器の自己アドレス（以下、「同一系統アドレス」という）を抽出するアドレス設定抽出部
、をさらに備え、
　前記空調機情報記憶部は、前記自己アドレスと前記同一系統アドレスとを、
それぞれの空調機と対応付けて記憶する、
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の空調システム診断装置。
【請求項８】
　前記運転管理部は、前記自己アドレスと前記同一系統アドレスとを要求する制御信号を
生成する、
　ことを特徴とする請求項７に記載の空調システム診断装置。
【請求項９】
　前記アドレス設定抽出部は、前記自己アドレスと前記同一系統アドレスとを入力とする
所定の判定式を有するアドレス設定誤り検出ルールに基づいて、当該自己アドレスを抽出
する、
　ことを特徴とする請求項７又は８に記載の空調システム診断装置。
【請求項１０】
　前記設置誤り検出部は、前記同一系統アドレスとして前記空調機情報記憶部に記憶され
ている自己アドレスが、当該自己アドレスとして前記空調機情報記憶部に記憶されていな
いとき、当該自己アドレスの設定に誤りがあると判定する、
　ことを特徴とする請求項７乃至９のいずれか１項に記載の空調システム診断装置。
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【請求項１１】
　前記冷媒状態抽出部は、前記複数の空調機の自己アドレスを含む冷媒状態抽出対象アド
レス群を有し、当該冷媒状態抽出対象アドレス群に含まれる自己アドレスを有する空調機
が送信した制御信号から、当該空調機が示す冷媒状態を抽出し、
　前記運転管理部は、前記複数の空調機のうち、前記設定運転モードを運転中と設定した
空調機の自己アドレス及び同一系統アドレスを、前記冷媒状態抽出対象アドレス群に追加
する、
　ことを特徴とする請求項７乃至１０のいずれか１項に記載の空調システム診断装置。
【請求項１２】
　前記空調機情報記憶部に記憶されている情報を表示する表示部、をさらに備え、
　前記表示部は、前記自己アドレスと前記同一系統アドレスとに基づいて、同一の冷媒系
統に含まれる空調機群を導出し、当該空調機群を表示する、
　ことを特徴とする請求項７乃至１１のいずれか１項に記載の空調システム診断装置。
【請求項１３】
　前記空調機情報記憶部は、前記複数の空調機について、当該空調機の運転を開始させる
運転開始時刻と、当該空調機の運転を終了させる運転終了時刻と、当該空調機の運転モー
ドと、を対応付けて記憶し、
　前記運転管理部は、前記運転開始時刻及び前記運転終了時刻を含む運転モードを設定す
る制御信号を生成する、
　ことを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の空調システム診断装置。
【請求項１４】
　外部からの入力を受け付ける入力部、をさらに備え、
　前記入力部は、前記運転開始時刻と前記運転終了時刻と前記運転モードとの入力を受け
付け、前記空調機情報記憶部に記憶させる、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の空調システム診断装置。
【請求項１５】
　複数の空調機が冷媒配管及び通信ネットワークにより接続され、当該空調機に自己アド
レスが設定され、当該自己アドレスにより当該空調機間の通信が実現される空調システム
を診断する空調システム診断方法であって、
　前記空調機の運転モードを設定する制御信号を生成し、当該制御信号に基づいて当該空
調機の運転を管理する運転管理工程と、
　前記通信ネットワークを通じて、前記制御信号を送受信する通信工程と、
　前記制御信号から前記自己アドレス及び冷媒温度又は冷媒圧力（以下、「冷媒状態」と
いう）を抽出し、抽出した自己アドレスが抽出対象アドレス群に含まれるか否かを判定す
る冷媒状態抽出工程と、
　前記設定される運転モード（以下、「設定運転モード」という）と前記冷媒状態とを、
それぞれの前記空調機と対応付けて記憶する空調機情報記憶工程と、
　前記冷媒状態抽出工程により抽出された自己アドレスが前記抽出対象アドレス群に含ま
れる場合、抽出された自己アドレスが設定された空調機について、前記設定運転モードと
前記冷媒状態とを入力とする所定の判定式を有する設置誤り検出ルールに基づいて、前記
自己アドレスの設定又は前記空調機と前記冷媒配管との接続に、誤りがあるか否かを判定
する設置誤り検出工程と、を備える、
　ことを特徴とする空調システム診断方法。
【請求項１６】
　コンピュータに、複数の空調機が冷媒配管及び通信ネットワークにより接続され、当該
空調機に自己アドレスが設定され、当該自己アドレスにより当該空調機間の通信が実現さ
れる空調システムの診断を実現させるプログラムであって、当該プログラムは、当該コン
ピュータを、
　前記空調機の運転モードを設定する制御信号を生成し、当該制御信号に基づいて当該空
調機の運転を管理する運転管理部、
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　前記通信ネットワークを通じて、前記制御信号を送受信する通信部、
　前記制御信号から前記自己アドレス及び冷媒温度又は冷媒圧力（以下、「冷媒状態」と
いう）を抽出し、抽出した自己アドレスが抽出対象アドレス群に含まれるか否かを判定す
る冷媒状態抽出部、
　前記設定される運転モード（以下、「設定運転モード」という）と前記冷媒状態とを、
それぞれの前記空調機と対応付けて記憶する空調機情報記憶部、
　前記冷媒状態抽出部により抽出された自己アドレスが前記抽出対象アドレス群に含まれ
る場合、抽出された自己アドレスが設定された空調機について、前記設定運転モードと前
記冷媒状態とを入力とする所定の判定式を有する設置誤り検出ルールに基づいて、前記自
己アドレスの設定又は前記空調機と前記冷媒配管との接続に、誤りがあるか否かを判定す
る設置誤り検出部、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の空調機を備える空調システムの正常・異常を診断するのに好適な空調
システム診断装置、空調システム診断方法、及び、プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の空調機（以下、室外機・室内機を区別しないときは空調機という）が通信ネット
ワーク及び冷媒配管により接続されている空調システムがある。当該空調システムとして
、例えば、冷媒配管を介して１台の室外機に複数の室内機が接続される空調システム、室
外機と室内機とが分流器を介して冷媒配管で接続される空調システム、各室内機を操作す
るためのコントローラが通信ネットワークにより接続される空調システム等が知られてい
る。
【０００３】
　このような空調システムを設置する際には、自己アドレスが設計仕様通りに設定されて
いるかどうかを確認する作業（以下、アドレス設定確認作業という）や、冷媒配管が設計
仕様通りに接続されているかどうかを確認する作業（以下、配管接続確認作業という）が
実施される。
【０００４】
　そこで、アドレス設定確認作業及び配管接続確認作業の負荷を軽減するために、冷媒の
流動音に基づき冷媒配管の接続構成を検出したり（例えば、特許文献１参照）、センサ計
測したショーケースの温度に基づき冷媒配管の接続構成を検出したりしている（例えば、
特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－３２２１０４号公報
【特許文献２】特開２００９－０１４２７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１及び２に開示されている構成では、各空調機に冷媒の流動音
を検出する機能を追加する必要があり、空調機の開発コスト及び製造コストが増大すると
いう問題がある。また、対象が自己アドレスを任意に設定できる空調システムであり、あ
らかじめ設計された自己アドレス設定により冷媒系統を構築するような空調システムには
適用できないという問題がある。そこで、複数の空調機を備える空調システムの正常・異
常を診断するのに好適な新たな手法が求められている。
【０００７】
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　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、複数の空調機を備える空調システ
ムの正常・異常を診断するのに好適な空調システム診断装置、空調システム診断方法、及
び、プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明の第１の観点に係る空調システム診断装置は、
　複数の空調機が冷媒配管及び通信ネットワークにより接続され、当該空調機に自己アド
レスが設定され、当該自己アドレスにより当該空調機間の通信が実現される空調システム
を診断する空調システム診断装置であって、
　前記空調機の運転モードを設定する制御信号を生成し、当該制御信号に基づいて当該空
調機の運転を管理する運転管理部と、
　前記通信ネットワークを通じて、前記制御信号を送受信する通信部と、
　前記制御信号から前記自己アドレス及び冷媒温度又は冷媒圧力（以下、「冷媒状態」と
いう）を抽出し、抽出した自己アドレスが抽出対象アドレス群に含まれるか否かを判定す
る冷媒状態抽出部と、
　前記設定される運転モード（以下、「設定運転モード」という）と前記冷媒状態とを、
それぞれの前記空調機と対応付けて記憶する空調機情報記憶部と、
　前記冷媒状態抽出部により抽出された自己アドレスが前記抽出対象アドレス群に含まれ
る場合、抽出された自己アドレスが設定された空調機について、前記設定運転モードと前
記冷媒状態とを入力とする所定の判定式を有する設置誤り検出ルールに基づいて、前記自
己アドレスの設定又は前記空調機と前記冷媒配管との接続に、誤りがあるか否かを判定す
る設置誤り検出部と、を備える、
　ことを特徴とする。
【０００９】
　本発明のその他の観点に係る空調システム診断方法は、
　複数の空調機が冷媒配管及び通信ネットワークにより接続され、当該空調機に自己アド
レスが設定され、当該自己アドレスにより当該空調機間の通信が実現される空調システム
を診断する空調システム診断方法であって、
　前記空調機の運転モードを設定する制御信号を生成し、当該制御信号に基づいて当該空
調機の運転を管理する運転管理工程と、
　前記通信ネットワークを通じて、前記制御信号を送受信する通信工程と、
　前記制御信号から前記自己アドレス及び冷媒温度又は冷媒圧力（以下、「冷媒状態」と
いう）を抽出し、抽出した自己アドレスが抽出対象アドレス群に含まれるか否かを判定す
る冷媒状態抽出工程と、
　前記設定される運転モード（以下、「設定運転モード」という）と前記冷媒状態とを、
それぞれの前記空調機と対応付けて記憶する空調機情報記憶工程と、
　前記冷媒状態抽出工程により抽出された自己アドレスが前記抽出対象アドレス群に含ま
れる場合、抽出された自己アドレスが設定された空調機について、前記設定運転モードと
前記冷媒状態とを入力とする所定の判定式を有する設置誤り検出ルールに基づいて、前記
自己アドレスの設定又は前記空調機と前記冷媒配管との接続に、誤りがあるか否かを判定
する設置誤り検出工程と、を備える、
　ことを特徴とする。
【００１０】
　本発明のその他の観点に係るプログラムは、
　コンピュータに、複数の空調機が冷媒配管及び通信ネットワークにより接続され、当該
空調機に自己アドレスが設定され、当該自己アドレスにより当該空調機間の通信が実現さ
れる空調システムの診断を実現させるプログラムであって、当該プログラムは、当該コン
ピュータを、
　前記空調機の運転モードを設定する制御信号を生成し、当該制御信号に基づいて当該空
調機の運転を管理する運転管理部、
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　前記通信ネットワークを通じて、前記制御信号を送受信する通信部、
　前記制御信号から前記自己アドレス及び冷媒温度又は冷媒圧力（以下、「冷媒状態」と
いう）を抽出し、抽出した自己アドレスが抽出対象アドレス群に含まれるか否かを判定す
る冷媒状態抽出部、
　前記設定される運転モード（以下、「設定運転モード」という）と前記冷媒状態とを、
それぞれの前記空調機と対応付けて記憶する空調機情報記憶部、
　前記冷媒状態抽出部により抽出された自己アドレスが前記抽出対象アドレス群に含まれ
る場合、抽出された自己アドレスが設定された空調機について、前記設定運転モードと前
記冷媒状態とを入力とする所定の判定式を有する設置誤り検出ルールに基づいて、前記自
己アドレスの設定又は前記空調機と前記冷媒配管との接続に、誤りがあるか否かを判定す
る設置誤り検出部、
　として機能させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、複数の空調機を備える空調システムの正常・異常を診断することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】通信ネットワークに接続される空調システムを示す図である。
【図２】空調システム診断装置の構成を示すブロック図である。
【図３】アドレス設定抽出ルールの例を示す図である。
【図４】空調機情報の構成例を示す図である。
【図５Ａ】表示部が表示する画面の例を示す図である。
【図５Ｂ】表示部が表示する画面の例を示す図である。
【図６】冷媒状態抽出テーブルの例を示す図である。
【図７】自己アドレス設定誤り検出処理を説明するためのフローチャートである。
【図８】運転スケジュール設定処理を説明するためのフローチャートである。
【図９】運転スケジュール実行処理を説明するためのフローチャートである。
【図１０】設置誤り検出処理を説明するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に本発明の実施形態を説明する。以下に記載する実施形態は説明のためのものであ
り、本願発明の範囲を制限するものではない。したがって、当業者であればこれらの各要
素または全要素をこれと均等なものに置換した実施形態を採用することが可能であるが、
これらの実施形態も本発明の範囲に含まれる。
【００１４】
　図１は、通信ネットワーク６により接続される空調システム１を示す図である。同図に
示すように、空調システム１は、室外機２、室内機３、分流器４、コントローラ５等から
構成される。
【００１５】
　空調システム１は、例えば、１台の室外機２と複数の室内機３とが冷媒配管により接続
される冷媒系統や、分流器４を介して室外機２と室内機３とが冷媒配管により接続される
冷媒系統等、任意のシステムとして構成される。空調機（室外機２及び室内機３）は、コ
ントローラ５を通じてユーザからの入力を受け付けて動作する。各機器（空調機及びコン
トローラ５）には、それぞれ固有の自己アドレスが設定され、当該自己アドレスにより通
信ネットワーク６を通じて機器間の通信を可能としている。そのため、空調システム１を
設置する際には、アドレス設定確認作業や配管接続確認作業が実施される。
【００１６】
　図２は、本発明の実施形態に係る空調システム診断装置１０の構成を示すブロック図で
ある。空調システム診断装置１０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Rea
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d Only Memory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）、通信
用インターフェースなどのハードウェアから構成され、同図に示すように、通信部１１、
アドレス設定抽出部１２、空調機情報記憶部１３、表示部１４、入力部１５、運転管理部
１６、冷媒状態抽出部１７、設置誤り検出部１８を備える。
【００１７】
　通信部１１は、有線あるいは無線を通じて、空調システム診断装置１０を通信ネットワ
ーク６に接続するための機能を備え、ＬＡＮ（Local Area Network）を構成する際に用い
られる１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－Ｔ規格にしたがうものや、無線を用いて接続
するためのモデム等と、ＣＰＵ（Central Processing Unit）との仲立ちを行うインター
フェースにより構成される。
【００１８】
　通信部１１は、通信ネットワーク６を介し、各空調機に対する制御命令を初め、機種Ｉ
Ｄ２２、同一系統アドレス群２６、運転モードＩＤ２７３、センサ値２８２等、を要求す
る制御信号を送信・受信する。
【００１９】
　アドレス設定抽出部１２は、アドレス設定抽出ルール１２１、アドレス設定誤り検出ル
ール１２２等の所定のルールを有し、通信部１１が送信した制御信号に応答して、当該ル
ールに基づいて、空調システム１に接続されている空調機の自己アドレス２１及び対応す
る機種ＩＤ２２と同一系統アドレス群２６とを抽出し、当該抽出した情報を空調機情報記
憶部１３に記憶させる。
【００２０】
　ここで、アドレス設定抽出ルール１２１とは、自己アドレス２１を抽出するための任意
の設定（ルール）である。図３は、アドレス設定抽出ルール１２１の例を示す図である。
アドレス設定抽出ルール１２１には、自己アドレス２１、機種ＩＤ２２及び同一系統アド
レス群２６を示す情報の種類、当該自己アドレス２１、機種ＩＤ２２及び同一系統アドレ
ス群２６のヘッダ部及び格納位置が、それぞれ対応付けられ格納されている。
　また、アドレス設定抽出ルール１２１は、制御信号がヘッダ部を有し、後述する図４に
示すように、機種ＩＤ２２又は同一系統アドレス群２６を含む事があるバイト列であって
、自己アドレス２１と機種ＩＤ２２と同一系統アドレス群２６とにそれぞれ、ヘッダ部の
値と制御信号中の格納位置とを対応付けて格納しているテーブルであってもよい。
【００２１】
　また、アドレス設定誤り検出ルール１２２とは、自己アドレス２１の設定誤りを検出す
るための任意の設定（ルール）であり、例えば、空調機情報２０が有する各種情報を入力
とし、条件が満たされたとき「自己アドレス設定が誤っている」と判定するようなルール
である。例えば、ある空調機情報２０が有する同一系統アドレス群２６を自己アドレス２
１として有している別の空調機情報２０が存在しないとき「自己アドレス設定が誤ってい
る」と判定してもよいし、ある空調機情報が同一系統アドレス群２６を有していないとき
「自己アドレス設定が誤っている」と判定してもよい。
【００２２】
　アドレス設定抽出部１２は、想定される自己アドレス２１全てについて自己アドレス２
１、機種ＩＤ２２、同一系統アドレス群２６の要求を終えたとき、空調機情報記憶部１３
に記憶されている空調機情報２０を参照し、アドレス設定誤り検出ルール１２２に入力し
、自己アドレス設定誤りの有無を判定する。そして、アドレス設定抽出部１２は、「自己
アドレス設定が誤っている」と判定した空調機情報２０に対し、「自己アドレス設定の誤
り」を表す設置誤りＩＤ２９１を格納する。
【００２３】
　空調機情報記憶部１３は、例えば、ＲＡＭ等の記憶装置から構成され、空調機の情報を
記憶する。図４は、空調機情報２０の構成例を示す図である。同図に示すように、空調機
情報２０は、各空調機に固有な自己アドレス２１をエントリに持ち、空調機の機種（室外
機、室内機、分流器、コントローラ等）に固有な機種ＩＤ２２と、当該空調機が所属する
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冷媒系統を示す冷媒系統ＩＤ２３と、空調機の運転モード（冷房中・暖房中・停止中等）
に固有な設定運転モードＩＤ２４及び推定運転モードＩＤ２５と、同一系統アドレス群２
６と、運転スケジュール２７と、センサ情報２８と、設置誤り情報２９と、が関係付けら
れて格納されている。
【００２４】
　ここで、同一系統アドレス群２６とは、自己アドレス２１が示す機器と同一の冷媒系統
に所属する機器の自己アドレスをいう。すなわち、自己アドレス２１が示す機器以外に、
同一の冷媒系統に機器が１台も接続されていない場合、同一系統アドレス群２６の同一系
統アドレス２６１は０個となり、２台接続されている場合、同一系統アドレス２６１は２
個となる。
【００２５】
　また、運転スケジュール２７とは、運転開始時刻２７１と運転終了時刻２７２と運転モ
ードＩＤ２７３とが組み合わされた情報をいう。
【００２６】
　また、センサ情報２８とは、冷媒状態や室内外温度を鑑みた空調制御を行うために空調
機に具備されたセンサの種類（圧縮機出口冷媒温度センサ・熱交換器後冷媒温度センサ・
室内温度センサ等）に固有なセンサＩＤ２８１とセンサ値２８２とが組み合わされた情報
をいう。
【００２７】
　また、設置誤り情報２９とは、設置誤りの種類（自己アドレス多重・冷媒配管誤り等）
に、固有な設置誤りＩＤ２９１を含む情報をいう。
【００２８】
　なお、空調機情報２０に格納される情報は、そのフォーマットを限定するものではない
。数値であってもよいし、文字列であってもよい。ただし、自己アドレス２１と同一系統
アドレス群２６、また、設定運転モードＩＤ２４と推定運転モードＩＤ２５と運転モード
ＩＤ２７３については、同一のフォーマットとすることが好ましい。
　また、冷媒系統ＩＤ２３は通し番号であってもよいし、その冷媒系統に属している室外
機の自己アドレス２１であってもよい。
【００２９】
　表示部１４、例えば、液晶ディスプレイ等の表示装置から構成され、空調機情報記憶部
１３が記憶している空調機情報２０の一部または全部について、自己アドレス２１と機種
ＩＤ２２と冷媒系統ＩＤ２３と設置誤り情報２９とを、整形して表示する。
【００３０】
　図５Ａ及び５Ｂは、表示部１４が表示する画面の例を示す図である。表示部１４は、図
５Ａに示すように、同一の冷媒系統ごとに、室外機２、室内機３及びコントローラ５の自
己アドレスをテーブル状に表示することもできる。また、表示部１４は、図５Ｂに示すよ
うに、室外機２、室内機３及びコントローラ５が接続された空調システムの模式的な画像
を表示することもできる。
【００３１】
　また、表示部１４は、自己アドレス設定の誤りを示す文字、自己アドレス設定と設計仕
様との矛盾を示す画像等を表示することもできる。
【００３２】
　入力部１５は、例えば、ボタン等から構成され、押下されたボタンに応じた操作入力を
受け付ける。入力部１５は、空調システム診断装置１０の本体筐体外面などに設けられた
ボタンであってもよく、空調システム１に接続されるコントローラ５からのデータ入力を
ボタンやタッチパネルを通じて受け付けることもできる。また、入力部１５は、コンピュ
ータからのデータ入力をキーボードやマウスを通じて受け付けることもできる。
【００３３】
　入力部１５は、例えば、表示部１４に表示された自己アドレス２１それぞれについて、
運転開始時刻２７１と運転終了時刻２７２と運転モードＩＤ２７３との入力を受け付ける
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。そして、入力部１５は、入力された運転開始時刻２７１と運転終了時刻２７２と運転モ
ードＩＤ２７３とを、当該自己アドレス２１と対応付けて、空調機情報記憶部１３に記憶
させる。
【００３４】
　運転管理部１６は、運転スケジュールタイマ１６１を保持する。ここで、運転スケジュ
ールタイマ１６１とは、空調機の運転を開始・終了させるためのあらかじめ設定された時
刻を計時するタイマであり、絶対時刻を計時するものであってもよいし、駆動開始時刻か
らの相対時刻を計時するものであってもよい。運転管理部１６は、運転スケジュール開始
トリガの入力を受けたとき、運転スケジュールタイマ１６１を起動させる。そして、運転
管理部１６は、運転スケジュールタイマ１６１が計時している時刻が、参照した運転スケ
ジュール２７に含まれる運転開始時刻２７１および運転終了時刻２７２の全てより後とな
ったとき、運転スケジュールタイマ１６１を停止し、リセットする。
【００３５】
　また、運転管理部１６は、空調機情報記憶部１３が記憶する空調機情報２０に格納され
る運転スケジュール２７を逐次参照し、参照した運転スケジュール２７に含まれる運転開
始時刻２７１のうち、いずれかの時刻と運転スケジュールタイマ１６１とが計時している
時刻とが一致するか否かを判定する。そして、運転管理部１６は、空調機の運転を開始・
終了させるための制御信号を生成して、当該制御信号を通信部１１に渡す。
【００３６】
　また、運転管理部１６は、設定運転モードＩＤ２４の設定、及び、冷媒状態抽出部１７
が有する冷媒状態抽出対象アドレス群１７１の変更を行う。
【００３７】
　冷媒状態抽出部１７は、冷媒状態抽出対象アドレス群１７１と冷媒状態抽出テーブル１
７２とを保持する。図６は、冷媒状態抽出テーブル１７２の例を示す図である。冷媒状態
抽出部１７は、図６に示される冷媒状態抽出テーブル１７２を逐次用いて、空調システム
１に接続されている空調機の自己アドレス２１とセンサ値２８２とを抽出する。
【００３８】
　ここで、センサ値２８２とは、各空調機に具備された冷媒温度センサ・冷媒圧力センサ
・室内温度センサ等の出力値をいう。
　また、冷媒状態抽出テーブル１７２とは、例えば、図６に示すように、制御信号がヘッ
ダ部を有するバイト列であって、センサＩＤ２８１・機種ＩＤ２２・ヘッダ部の値・制御
信号中の格納位置が対応付けられて格納されている。
　また、センサＩＤ２８１とは、センサの種類に固有なＩＤであり、通し番号であっても
よいし、センサの種類を示す文字列であってもよい。
【００３９】
　また、冷媒状態抽出部１７は、抽出した自己アドレス２１が冷媒状態抽出対象アドレス
群１７１に含まれているとき、当該自己アドレス２１と当該センサ値２８２と対応するセ
ンサＩＤ２８１とを、空調機情報記憶部１３に通知し、また、当該自己アドレス２１を、
設置誤り検出部１８に通知する。すなわち、冷媒状態抽出アドレス群１７１により、セン
サ値２８２の取得対象を運転中の空調機および当該空調機に関連する空調機に限定してい
る。これにより、空調機の設置誤りの有無判定性能を損なうことなく、空調システム診断
装置１０の通信量および処理量を抑えることができる。
【００４０】
　設置誤り検出部１８は、運転モード推定ルール１８１と設置誤り検出ルール１８２とを
保持する。設置誤り検出部１８は、自己アドレス２１をキーとして空調機情報記憶部１３
に記憶される空調機情報２０を参照し、また、当該空調機情報２０に格納されている同一
系統アドレス２６１を自己アドレス２１として有している空調機情報２０を参照する。
【００４１】
　また、設置誤り検出部１８は、参照した空調機情報２０を運転モード推定ルール１８１
に入力し、推定運転モードＩＤ２５を得て、当該空調機情報２０に格納する。ここで、運
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転モード推定ルール１８１とは、空調機の運転モードが推定される任意の条件式をいい、
例えば、機種ＩＤ２２及びセンサ情報２８を入力とし、推定運転モードＩＤ２５を出力と
して、当該入力と当該出力とが対応付けられた条件式をいう。
【００４２】
　設置誤り検出部１８は、参照した空調機情報２０を設置誤り検出ルール１８２に入力し
、空調機の設置誤りの有無を判定する。ここで、設置誤り検出ルール１８２とは、「自己
アドレス設定と冷媒配管接続とが矛盾している」と判定される任意の条件式をいう。設置
誤り検出部１８は、「自己アドレス設定と冷媒配管接続とが矛盾している」と判定された
空調機情報２０に対し、「自己アドレス設定と冷媒配管接続との矛盾」を示す設置誤りＩ
Ｄ２９１を格納する。
【００４３】
　次に、空調システム診断装置１０の動作について説明する。空調システム診断装置１０
にて行われる処理は、自己アドレス設定誤り検出処理、運転スケジュール設定処理、運転
スケジュール実行処理、設置誤り検出処理の４つに大別される。まず、自己アドレス設定
誤り検出処理について説明する。図７は、自己アドレス設定の誤り検出処理を説明するた
めのフローチャートである。以下、図面を参照して説明する。
【００４４】
　まず、通信部１１は、通信ネットワーク６に対し、自己アドレス２１、機種ＩＤ２２、
同一系統アドレス群２６を要求する制御信号を発信する（ステップＳ１０１）。
【００４５】
　次に、アドレス設定抽出部１２は、通信部１１が発信した制御信号に応答して、アドレ
ス設定抽出ルール１２１を逐次用い、当該空調システムに接続されている空調機の自己ア
ドレス２１、及び、対応する機種ＩＤ２２と同一系統アドレス群２６を抽出する（ステッ
プＳ１０２）。
【００４６】
　次に、アドレス設定抽出部１２は、抽出した自己アドレス２１等を有する空調機情報２
０が、空調機情報記憶部１３にすでに格納されているか否かを判定する（ステップＳ１０
３）。
【００４７】
　自己アドレス２１等を格納している空調機情報２０がない場合（ステップＳ１０３；Ｎ
ｏ）、アドレス設定抽出部１２は、空調機情報２０を新規に生成し、抽出した自己アドレ
ス２１と機種ＩＤ２２と同一系統アドレス群２６とを空調機情報記憶部１３に記憶させる
（ステップＳ１０４）。
【００４８】
　一方、自己アドレス２１等を格納している空調機情報２０がある場合（ステップＳ１０
３；Ｙｅｓ）、アドレス設定抽出部１２は、抽出した自己アドレス２１を有する空調機情
報２０に、当該抽出情報を格納する（ステップＳ１０５）。
【００４９】
　次に、アドレス設定抽出部１２は、空調機情報記憶部１３にすでに記憶されている空調
機情報２０が含む同一系統アドレス群２６に、新規に生成された空調機情報２０が含む自
己アドレス２１と一致するものがあるか否かを判定する（ステップＳ１０６）。
【００５０】
　同一系統アドレス群２６に自己アドレス２１と一致するものがない場合（ステップＳ１
０６；Ｎｏ）、アドレス設定抽出部１２は、新規に冷媒系統ＩＤ２３を生成し、新規に生
成された空調機情報２０に格納する（ステップＳ１０７）。なお、冷媒系統ＩＤ２３は通
し番号であってもよいし、その冷媒系統に属している室外機の自己アドレス２１であって
もよい。
【００５１】
　一方、同一系統アドレス群２６に自己アドレス２１と一致するものがある場合（ステッ
プＳ１０６；Ｙｅｓ）、アドレス設定抽出部１２は、該当する同一系統アドレス群２６に
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対応付けられている冷媒系統ＩＤ２３を、新規に生成された空調機情報２０に格納する（
ステップＳ１０８）。
【００５２】
　次に、アドレス設定抽出部１２は、想定される自己アドレス２１全てについて、自己ア
ドレス２１、機種ＩＤ２２及び同一系統アドレス群２６の要求を完了したか否かを判定す
る（ステップＳ１０９）。
【００５３】
　要求が完了していない場合（ステップＳ１０９；Ｎｏ）、想定される自己アドレス２１
全てについて自己アドレス２１、機種ＩＤ２２、同一系統アドレス群２６の要求が完了す
るまで、ステップＳ１０１からステップＳ１０９の処理が繰り返される。
【００５４】
　一方、要求が完了した場合（ステップＳ１０９；Ｙｅｓ）、アドレス設定抽出部１２は
、空調機情報記憶部１３に記憶されている空調機情報２０を参照し、アドレス設定誤り検
出ルール１２２に入力し、自己アドレス設定に誤りがあるか否かを判定する（ステップＳ
１１０）。例えば、ある空調機情報２０が有する同一系統アドレス群２６を自己アドレス
２１として有している別の空調機情報２０が存在しない場合、「自己アドレス設定が誤っ
ている」と判定され、また、ある空調機情報２０が同一系統アドレス群２６を有していな
いとき「自己アドレス設定が誤っている」と判定される。
【００５５】
　そして、誤りが検出された場合（ステップＳ１１１；Ｙｅｓ）、アドレス設定抽出部１
２は、「自己アドレス設定が誤っている」と判定された空調機情報２０に対し、「自己ア
ドレス設定の誤り」を示す設置誤りＩＤ２９１を格納する（ステップＳ１１２）。
【００５６】
　一方、誤りが検出されない場合（ステップＳ１１１；Ｎｏ）、後述するステップＳ１１
３に遷移する。
【００５７】
　次に、表示部１４は、空調機情報記憶部１３が格納している空調機情報２０の一部また
は全部について、自己アドレス２１と機種ＩＤ２２と冷媒系統ＩＤ２３と設置誤り情報２
９とを、整形して表示し（ステップＳ１１３）、本処理は終了する。例えば、表示部１４
は、図５Ａ及び５Ｂに示すように、同一の冷媒系統ごとに、室外機２、室内機３及びコン
トローラ５の自己アドレスを表示する。
【００５８】
　以上の処理により、「自己アドレス設定の誤り」の発生が表示されるため、ユーザは自
己アドレス設定の誤りを簡易に把握し、当該誤りについて対処することができる。また、
表示内容と設計仕様とを見比べるなどすることにより、実際の自己アドレス設定と設計仕
様との矛盾を簡易に把握し、当該矛盾について対処することができる。
【００５９】
　次に、運転スケジュール設定処理について説明する。図８は、運転スケジュール設定処
理を説明するためのフローチャートである。以下、図面を参照して説明する。
【００６０】
　まず、入力部１５は、自己アドレス設定誤り検出処理において表示部１４に表示された
自己アドレス２１それぞれについて、運転開始時刻２７１と運転終了時刻２７２と運転モ
ードＩＤ２７３との入力を受け付ける（ステップＳ２０１）。
　なお、建物のあるエリアに居住者が居て、当該エリアにおいて空調機が使用されている
場合、当該エリアに設置されている空調機については、運転開始時刻２７１、運転終了時
刻２７２、および運転モードＩＤ２７３の入力を受け付けないこともできる。これにより
、当該エリア以外については、居住者に影響を与えることなく、空調機の運転を行うこと
ができる。
【００６１】
　次に、入力部１５は、入力された運転開始時刻２７１と運転終了時刻２７２と運転モー
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ドＩＤ２７３とを、自己アドレス２１と対応付けて、空調機情報記憶部１３に記憶させる
（ステップＳ２０２）。
【００６２】
　次に、入力部１５は、運転開始時刻２７１と運転終了時刻２７２と運転モードＩＤ２７
３とを、対応付けられた自己アドレス２１をキーに、該当する空調機情報２０が有する運
転スケジュール２７に格納し（ステップＳ２０３）、本処理は終了する。
【００６３】
　以上の処理により、設置誤りを検出するために空調機を運転させるための運転スケジュ
ールを設定することができる。
【００６４】
　次に、運転スケジュール実行処理について説明する。図９は、運転スケジュール実行処
理を説明するためのフローチャートである。以下、図面を参照して説明する。
【００６５】
　入力部１５は、特定のユーザ操作を受け付けると、運転スケジュール開始トリガを運転
管理部１６に出力する（ステップＳ３０１）。
　なお、運転スケジュール開始トリガは、運転管理部１６が運転スケジュール開始時刻を
あらかじめ有していてその時刻になった時に出力されるものであってもよいし、更に該運
転スケジュール開始時刻をユーザが任意に設定できるようにしてもよい。
【００６６】
　運転管理部１６は、運転スケジュール開始トリガの入力を受け付けると、運転スケジュ
ールタイマ１６１を起動させる（ステップＳ３０２）。
【００６７】
　次に、運転管理部１６は、空調機情報記憶部１３に記憶される空調機情報２０が有する
運転スケジュール２７を逐次参照する（ステップＳ３０３）。
【００６８】
　次に、運転管理部１６は、運転スケジュール２７に含まれる運転開始時刻２７１のいず
れかの時刻と、運転スケジュールタイマ１６１が計時している時刻と、が一致するか否か
を判定する（ステップＳ３０４）。
【００６９】
　時刻が一致する場合（ステップＳ３０４；Ｙｅｓ）、運転管理部１６は、一致した運転
開始時刻２７１を含んでいた空調機情報２０が有する自己アドレス２１と運転モードＩＤ
２７３とを用いて、運転開始制御信号を生成し、通信部１１に渡す（ステップＳ３０５）
。また、運転管理部１６は、運転モードＩＤ２７３を設定運転モードＩＤ２４として設定
する。さらに、運転管理部１６は、空調機情報２０が有する自己アドレス２１と同一系統
アドレス群２６とを、冷媒状態抽出部１７が有する冷媒状態抽出対象アドレス群１７１に
追加する。
【００７０】
　一方、時刻が一致しない場合（ステップＳ３０４；Ｎｏ）、後述するステップＳ３０６
に遷移する。
【００７１】
　次に、運転管理部１６は、運転スケジュール２７に含まれる運転終了時刻２７２のいず
れかの時刻と、運転スケジュールタイマ１６１が計時している時刻と、が一致するか否か
を判定する（ステップＳ３０６）。
【００７２】
　時刻が一致する場合（ステップＳ３０６；Ｙｅｓ）、運転管理部１６は、一致した該運
転終了時刻２７２を含んでいた空調機情報２０が有する自己アドレス２１を用いて、運転
終了制御信号を生成し、通信部１１に渡す（ステップＳ３０７）。また、運転管理部１６
は、設定運転モードＩＤ２４を「停止中」を表すＩＤに設定する。また、運転管理部１６
は、空調機情報２０が有する自己アドレス２１と同一系統アドレス群２６とを、冷媒状態
抽出部１７が有する冷媒状態抽出対象アドレス群１７１から削除する。
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【００７３】
　一方、時刻が一致しない場合（ステップＳ３０６；Ｎｏ）、後述するステップＳ３０８
に遷移する。
【００７４】
　次に、運転管理部１６は、運転スケジュールタイマ１６１が計時している時刻が、参照
した運転スケジュール２７に含まれる全ての運転開始時刻２７１及び運転終了時刻２７２
を過ぎているか否かを判定する（ステップＳ３０８）。
【００７５】
　時刻が過ぎている場合（ステップＳ３０８；Ｙｅｓ）、運転管理部１６は、運転スケジ
ュールタイマ１６１を停止し、リセットして（ステップＳ３０９）、本処理は終了する。
【００７６】
　一方、時刻が過ぎていない場合（ステップＳ３０８；Ｎｏ）、運転スケジュールタイマ
１６１が計時している時刻が、参照した運転スケジュール２７に含まれる全ての運転開始
時刻２７１及び運転終了時刻２７２を過ぎるまで、ステップＳ３０３からステップＳ３０
８の処理が繰り返される。
【００７７】
　以上の処理により、設置誤りを検出するために空調機を運転させるための運転スケジュ
ール２７を実行することができる。
【００７８】
　次に、設置誤り検出処理について説明する。図１０は、設置誤り検出処理を説明するた
めのフローチャートである。以下、図面を参照して説明する。
【００７９】
　通信部１１は、制御信号を逐次取得し、当該制御信号を冷媒情報抽出部１７に渡す（ス
テップＳ４０１）。
【００８０】
　なお、冷媒状態抽出部１７が、冷媒状態抽出対象アドレス群１７１が含む自己アドレス
２１についてセンサ値２８２を要求する制御信号を生成し、繰り返し通信部１１に発信さ
せることもできる。これにより、冷媒状態抽出対象アドレス群１７１に含まれる自己アド
レス２１の全てについてセンサ値２８２が取得されて、以降のステップを実施することが
できる。
【００８１】
　次に、冷媒状態抽出部１７は、制御信号を受信すると、冷媒状態抽出テーブル１７２を
逐次用い、空調システム１に接続されている空調機の自己アドレス２１とセンサ値２８２
とを抽出する（ステップＳ４０２）。
【００８２】
　次に、冷媒状態抽出部１７は、抽出した自己アドレス２１が冷媒状態抽出対象アドレス
群１７１に含まれているか否かを判定する（ステップＳ４０３）。
【００８３】
　自己アドレス２１が冷媒状態抽出対象アドレス群１７１に含まれている場合（ステップ
Ｓ４０３；Ｙｅｓ）、冷媒状態抽出部１７は、当該自己アドレス２１と当該センサ値２８
２とに対応するセンサＩＤ２８１を、空調機情報記憶部１３に記憶させる（ステップＳ４
０４）。また、冷媒状態抽出部１７は、自己アドレス２１を設置誤り検出部１８に渡す。
すなわち、冷媒状態抽出対象アドレス群１７１により、センサ値２８２の取得対象を運転
中の空調機及び当該空調機に関連する空調機に限定している。これにより、設置誤りの有
無判定性能を損なうことなく、空調システム診断装置１０の通信量および処理量を抑える
ことができる。
【００８４】
　一方、自己アドレス２１が冷媒状態抽出対象アドレス群１７１に含まれていない場合（
ステップＳ４０３；Ｎｏ）、ステップＳ４０１及びＳ４０２の処理が繰り返される。
【００８５】
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　次に、冷媒状態抽出部１７は、自己アドレス２１をキーとして、当該センサ値２８２と
当該センサＩＤ２８１とを、空調機情報記憶部１３に記憶される該当する空調機情報２０
のセンサ情報２８に格納する（ステップＳ４０５）。
【００８６】
　次に、設置誤り検出部１８は、自己アドレス２１をキーとして、空調機情報記憶部１３
に記憶される空調機情報２０を参照する（ステップＳ４０６）。また、設置誤り検出部１
８は、当該空調機情報２０が有している同一系統アドレス２６１を自己アドレス２１とし
て有している空調機情報２０を参照する。
【００８７】
　次に、設置誤り検出部１８は、参照した空調機情報２０を運転モード推定ルール１８１
に入力し、推定運転モードＩＤ２５を得て、当該空調機情報２０に格納する（ステップＳ
４０７）。運転モード推定ルール１８１は、例えば、機種ＩＤ２２及びセンサ情報２８を
入力、推定運転モードＩＤ２５を出力、とする条件式群で示される。
【００８８】
　運転モード推定ルール１８１の典型例として、「検出対象が室内機であって、スーパー
ヒート（熱交換器入口と熱交換器出口との冷媒温度差）が所定の閾値以上であるとき、当
該室内機の運転モードは冷房もしくは除湿である」というルールがある。この場合、運転
モード推定ルール１８１は、以下の３つの条件式と出力値とを有する。
　条件式Ａ１：機種ＩＤ２２＝室内機を示す機種ＩＤ、
　条件式Ａ２：熱交換器入口冷媒温度センサを示すセンサＩＤ２８１を有し、かつ、熱交
換器出口冷媒温度センサを示すセンサＩＤ２８１を有する、
　条件式Ａ３：スーパーヒート≧閾値、
　出力値：冷房もしくは除湿を示す推定運転モードＩＤ２５。
【００８９】
　また、別の典型例として、「検出対象が室外機であって、圧縮機出口冷媒温度が閾値以
上であるとき、当該室外機の運転モードは運転中である」というルールがある。この場合
、運転モード推定ルール１８１は、以下の３つの条件式と出力値とを有する。
　条件式Ｂ１：機種ＩＤ２２＝室外機を示す機種ＩＤ、
　条件式Ｂ２：圧縮機出口冷媒温度センサを示すセンサＩＤ２８１を有する、
　条件式Ｂ３：圧縮機出口冷媒温度≧閾値、
　出力値：冷房もしくは除湿を示す推定運転モードＩＤ２５。
【００９０】
　また、別の典型例として、「検出対象が室内機であって、サブクール（冷媒の飽和温度
と熱交換器出口の凝縮温度との温度差）が所定の閾値以下であるとき、当該室内機の運転
モードは暖房である」というルールがある。この場合、運転モード推定ルール１８１は、
以下の３つの条件式と出力値とを有する。
　条件式Ｃ１：機種ＩＤ２２＝室内機を示す機種ＩＤ
　条件式Ｃ２：熱交換器入口冷媒温度センサを示すセンサＩＤ２８１を有し、かつ、熱交
換器出口冷媒温度センサを示すセンサＩＤ２８１を有する、
　条件式Ｃ３：サブクール≦閾値、
　出力値：暖房を示す推定運転モードＩＤ２５。
【００９１】
　上述の条件式及び出力値に基づく運転モード推定ルール１８１から、推定運転モードＩ
Ｄ２５が得られる。そして、推定運転モードＩＤ２５が空調機情報２０に格納される。
【００９２】
　次に、設置誤り検出部１８は、参照した空調機情報２０を設置誤り検出ルール１８２に
入力し、設置誤りを検出する（ステップＳ４０８）。設置誤り検出ルール１８２は、例え
ば、空調機情報２０が有する各種情報を入力とし、条件が満たされたとき「自己アドレス
設定と冷媒配管接続とが矛盾している」と判定される条件式群で示される。典型的な条件
式を以下に示す。



(15) JP 4989708 B2 2012.8.1

10

20

30

40

50

【００９３】
　条件式Ｄ：設定運転モードＩＤ２４≠推定運転モードＩＤ２５。
　当該条件式Ｄは、「ある空調機に対して運転開始命令を送っているにも関わらず、実際
には運転していない。もしくはその逆」という条件を示している。従って、条件式Ｄが満
たされる場合、設置誤り検出部１８は、設置誤りがあると検出する。
【００９４】
　そして、誤りが検出された場合（ステップＳ４０９；Ｙｅｓ）、設置誤り検出部１８は
、「自己アドレス設定と冷媒配管接続とが矛盾している」と判定された空調機情報２０に
対し、「自己アドレス設定と冷媒配管接続との矛盾」を表す設置誤りＩＤ２９１を格納す
る（ステップＳ４１０）。
【００９５】
　一方、誤りが検出されない場合（ステップＳ４０９；Ｎｏ）、ステップＳ４０１からス
テップＳ４０９の処理が繰り返される。
【００９６】
　次に、表示部１４は、空調機情報記憶部１３に記憶されている空調機情報２０の一部ま
たは全部を、整形して表示する（ステップＳ４１１）。そして、すべての誤りが検出され
て、当該誤りが表示されると、本処理は終了する。
【００９７】
　以上の処理により、設定運転モードＩＤ２４及び推定運転モードＩＤ２５が合わせて表
示部１４に表示され、自己アドレス設定または冷媒配管接続に誤りがあることを容易にユ
ーザは推定することができる。
　また、表示部１４に設置誤りＩＤ２９１が表示されることで、「自己アドレス設定と冷
媒配管接続とが矛盾している」ことをユーザが明確に把握することができる。
　さらに、表示内容と設計仕様とを見比べるなどすることにより、実際にどのような矛盾
が発生しているかを容易に推定し、当該矛盾について対処することができる。
【００９８】
　以上のように、本実施形態に係る空調システム診断装置１０によれば、自己アドレス設
定の取得、空調機の運転、及び、冷媒状態の取得が実施され、自己アドレス設定及び冷媒
配管接続の誤りを検出可能とすることによりアドレス設定確認作業及び冷媒配管接続確認
作業の負荷を軽減し、確認抜けを無くし、空調システムの不具合を未然に防ぐことができ
る。
　また、空調機の運転スケジュールをユーザが任意に設定できるため、設置対象である建
物の状況（作業可能な時間・システムに接続されている空調機の台数・人の在不在など）
に応じ、的確な作業を実施することができる。
　さらに、自己アドレス設定及び冷媒配管接続に誤りがあった箇所が特定されるため、ユ
ーザは通信ネットワークや冷凍サイクルなどに関する専門的な知識や経験を有していなく
ても、誤りを迅速に修正することができる。
【００９９】
　なお、本発明は上記の実施形態に限定されず、種々の変形及び応用が可能である。
【０１００】
　アドレス設定抽出ルール１２１と冷媒状態抽出テーブル１７２とは固定的に構成するも
のとしたが、ユーザがこれらを設定するように構成することもできる。ただし、ユーザが
個別のプロトコルなどの設定を行うのは煩雑であるので、次のように構成することが好ま
しい。
【０１０１】
　解析対象のプロトコルの選択肢をあらかじめ空調システム診断装置１０内のいずれかの
記憶装置を提供して、解析したいプロトコルを選択させることができる。
　解析対象のプロトコルの候補としては、例えばＴＣＰ／ＩＰ（Transmission Control P
rotocol/Internet Protocol）のような基本的なプロトコルから、ＳＭＴＰ（Simple Mail
 Transfer Protocol）やＨＴＴＰ（HyperText Transfer Protocol）のようなアプリケー
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ション層のプロトコル、さらには設備機器管理ネットワークであれば、ＢＡＣｎｅｔ（Bu
ilding Automation and Control networking protocol）やＬｏｎＷｏｒｋｓ（登録商標
）といった専用のプロトコルが挙げられる。
　解析対象のプロトコルをあらかじめ指定しておけば、制御信号のいずれの部分が自己ア
ドレスであるか、等が容易に判別でき、制御信号の解析を容易に行うことができる。
【０１０２】
　その他、前記のハードウエェア構成やフローチャートは一例であり、任意に変更および
修正が可能である。
【０１０３】
　通信部１１、アドレス設定抽出部１２、空調機情報記憶部１３、表示部１４、入力部１
５、運転管理部１６、冷媒状態抽出部１７、設置誤り検出部１８などから構成される空調
システム診断装置１０の処理を行う中心となる部分は、専用のシステムによらず、通常の
コンピュータシステムを用いて実現可能である。たとえば、前記の動作を実行するための
コンピュータプログラムを、コンピュータが読み取り可能な記録媒体（フレキシブルディ
スク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ等）に格納して配布し、当該コンピュータプログラ
ムをコンピュータにインストールすることにより、前記の処理を実行する空調システム診
断装置１０を構成してもよい。また、インターネット等の通信ネットワーク上のサーバ装
置が有する記憶装置に当該コンピュータプログラムを格納しておき、通常のコンピュータ
システムがダウンロード等することで空調システム診断装置１０を構成してもよい。
【０１０４】
　また、空調システム診断装置１０の機能を、ＯＳ（オペレーティングシステム）とアプ
リケーションプログラムの分担、またはＯＳとアプリケーションプログラムとの協働によ
り実現する場合などには、アプリケーションプログラム部分のみを記録媒体や記憶装置に
格納してもよい。
【０１０５】
　また、搬送波にコンピュータプログラムを重畳し、通信ネットワークを介して配信する
ことも可能である。たとえば、通信ネットワーク上の掲示板（BBS; Bulletin Board Syst
em）に前記コンピュータプログラムを掲示し、ネットワークを介して前記コンピュータプ
ログラムを配信してもよい。そして、このコンピュータプログラムを起動し、ＯＳの制御
下で、他のアプリケーションプログラムと同様に実行することにより、前記の処理を実行
できるように構成してもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１０６】
　この発明によれば、複数の空調機を備える空調システムの正常・異常を診断することが
できる。
【符号の説明】
【０１０７】
　１　空調システム
　２　室外機
　３　室内機
　４　分流器
　５　コントローラ
　６　通信ネットワーク
　１０　空調システム診断装置
　１１　通信部
　１２　アドレス設定抽出部
　１３　空調機情報記憶部
　１４　表示部
　１５　入力部
　１６　運転管理部
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　１７　冷媒状態抽出部
　１８　設置誤り検出部
　１２１　アドレス設定抽出ルール
　１２２　アドレス設定誤り検出ルール
　１６１　運転スケジュールタイマ
　１７１　冷媒状態抽出対象アドレス群
　１７２　冷媒状態抽出テーブル
　１８１　運転モード推定ルール
　１８２　設置誤り検出ルール
　２０　空調機情報
　２１　自己アドレス
　２２　機種ＩＤ
　２３　冷媒系統ＩＤ
　２４　設定運転モードＩＤ
　２５　推定運転モードＩＤ
　２６　同一系統アドレス群
　２６１　同一系統アドレス
　２７　運転スケジュール
　２７１　運転開始時刻
　２７２　運転終了時刻
　２７３　運転モードＩＤ
　２８　センサ情報
　２８１　センサＩＤ
　２８２　センサ値
　２９　設置誤り情報
　２９１　設置誤りＩＤ
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